
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童発達支援 

Plat 
 



 

 

株式会社 Glove Support 
経営理念 

私たちは地域福祉に貢献し、様々なハンデや特性でお悩みの当事者ならびにその家族を支える伴走型社会の実現を目指します。 

 

plat  
支援方針 

               全肯定+みんなで育つ 

・なんかここにくると ほっとする 

・すきなせんせいがいて、なんでもはなせる 

・いっしょにあそぶ ともだちがいる 

・どんなじぶんでも「それでいいよ」っていってくれる 

・まいにちちょっと わくわくすることがある 

・のんびりできて、ここにいるとじぶんらしい  …etc. 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大目標】 

子ども一人ひとりが安心して過ごせる“心の居場所”をつくること。 

活動や学びの前に、「安心して自分でいられること」を何より大切にし、遊び・対話・関係性の中で“楽しいから育つ”支援をめざします。 

 

 

ぽこあぽこ 支 援 の三 本 柱  

1 じぶんでやってみる力  

「 で き る 」 「 む ず か し い 」 を じ ぶ ん で 感 じ て 、 や っ て み よ う ！ と お も う 気 持 ち を そ だ て ま す 。 失 敗 し て も だ い じ ょ う ぶ 。

じ ぶ ん で 考 え る き っ か け を 大 切 に し ま す 。 

2 ひととつながる力  

「 て つ だ っ て 」 「 い っ し ょ に し よ う 」 と い え る こ と 。 だ れ か の 気 も ち に 気 づ く こ と 。 あ そ び や か か わ り の な か で 、 や さ し さ

と こ と ば を 育 て ま す 。 

3 あしたにつながる力  

「 お し ご と っ て な ん だ ろ う ？ 」 「 だ れ か の や く に た つ っ て う れ し い な 」 そ ん な “ は た ら く ” の た ね を 、 ま い に ち の 小 さ な 活

動 の な か で 見 つ け ま す 。 つ く る ・ ま も る ・ か ん が え る — — そ の ぜ ん ぶ が 未 来 に つ な が り ま す 。  

「ぷらっと」では、「全肯定」の支援を大切にしながら、子どもたち一人ひとりのペースや気もちに寄り添い、安心して“じぶん
のまま”でいられる時間をつくります。 

支援プログラムは、厚生労働省の発達支援ガイドラインに示されている「健康・生活」「運動・感覚」「認知・行動」「言葉・コミ
ュニケーション」「人とのかかわり」の 5 つの育ちのポイントをもとに、「ぷらっと」独自の 6 つのカテゴリ（くらし・からだ・ことば・
こころ・あそび・みらい）で構成しています。 

「できた！」の小さな瞬間をたいせつに積み重ねながら、「やってみたい！」「伝えたい！」という気もちを育て、自信とよろこ
びにつながる支援をめざします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茦茧茨茩茪茫 ぷらっとの６つのそだち 

――「くらし」「てさき」「ことば」「からだ」「こころ」「みらい」――すべての活動は、遊びの中に「生きる力」を育む小さな種です。できた！うれしい！たのし

い！――そんな気もちを重ねながら、子どもたちが“じぶんらしく育つ”ことを支えます。 

諝諞諣諟諠諡諢 くらし × 健康・生活 

「じぶんでできた！」がふえるまいにちを。ふくをたたむ、てをあらう、ものをしまう――。あそびのようにたのしみながら、生活のちからを育てます。予定

や手順がわかるように見える工夫をしながら、少しずつ“自分でやってみよう”という気もちをはぐくみます。 

 てさき × 運動・感覚 

手は「こころ」とつながるたいせつなきかん。はさみでチョキチョキ、ねんどをコネコネ、ブロックをくみたてたり――あそびのなかで“うごき”と“かんじ”を

たのしみます。「できた！」のよろこびをいっしょに感じながら、手をつかうことがすきになる気もちをふやしていきます。 

놶놷놸놹 ことば × 言語・コミュニケーション 

「はなすって、たのしい！」を感じることからはじまります。えカードやジェスチャーを使って、ことばのやりとりをたのしみます。「おねがい」「ありがとう」

「どうぞ」など、やさしいやりとりを通して、じぶんの気もちを伝えるちからを、あそびのなかで育てていきます。 

蜏蜐蜑蜒蜓蜔蜕蜖蜗蜘蜙蜚蜛蜜蜝蜞蜟蜠 からだ × 運動・感覚 

からだをうごかすと、こころもスッキリ！ストレッチやゲーム、バランスあそびなどで、うごくことのたのしさをたっぷり感じます。力かげんをまなんだり、バ

ランスをとったりしながら、のびのびとじぶんの体をあつかえるようになります。 

곆곇곈 こころ × 健康・生活 ＆ 人間関係・社会性 

「こころがおだやかだと、まいにちがもっとたのしい」。きもちを言葉にしてみたり、絵にしてみたり、深呼吸をしてみたり。いろんな“じぶんをととのえる方

法”をいっしょにさがします。だれかとくらべない安心のなかで、「いまのじぶん」をたいせつにします。 

般舭舮舯舰舱 みらい × 認知・行動 ＆ 社会性 

「すきなこと」「やってみたいこと」をみつけるのが、みらいのはじまり。あそびや製作のなかで、「つくる」「まもる」「つたえる」よろこびを知ります。しごとご

っこやゆめマップづくりをとおして、「じぶんの“すき”がだれかの“ありがとう”につながる」体験をふやしていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの「すき」や「とくい」は ひとりひとり ちがいます。 

おなじあそびでも、ある子にとっては わくわくするチャレンジ、べつの子にとっては こころを落ちつける たいせつ
な時間です。 

ぷらっとでは、「できること」をふやすだけでなく、「じぶんらしくいられる時間」をつくることも支援の一部と考えてい
ます。 

 

そのため、支援プログラムに“きまったかたち”はありません。発達段階・感覚特性・興味関心をふまえて、その子
に合った環境調整と関わり方のデザインを行います。 

 

「この子には どんなサポートが しっくりくるかな？」 

「いま どんなことに 心が向いているかな？」 

——そんな問いかけを大切に、 

子ども自身が「たのしい！」「もっとやってみたい！」と感じられる瞬間を軸に、 

一人ひとりの育ちを支えます。 

 

ぷらっとの支援プログラムは無限大。 

それは、子どもたちの“その子らしさ”を尊重し、未来への可能性を最大限にひらくための個別最適な支援
（individualized support）です。 

 

私たちは、子どもたちが安心して自分を表現し、一歩ずつ成長できる“伴走の場”をつくります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぷらっとの支援は、子どもの自己決定・自己表現・自己効力感を重視しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「教える」ではなく「見つける」「共に考える」支援を通じて、 

子ども自身が自らの成長を感じられるよう環境を整えます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


